
プロフィールb1949年大阪市生まれ。光華女子中・高等学校、大谷大
学短期大学部卒。白い鳩保育園で保育士として勤務。京都私立保育所労働
組合（現、福祉保育労組）北支部長。新婦人運動等を経て、91年より京都母
親連絡会に勤務、95年より同事務局長、現在に至る。府民本位の新しい
民主府政をつくる会代表委員。京都市北区在住。家族：夫、長男、長女。�
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日本共産党京都府会議員団は、�
次の見解を発表しました。�

京都府初 

女性知事誕生へ あ・
た・た・

か・い　

き　ぬ が　さ 

よ う こ  

衣笠さんとともに憲法を響かせる新しい京都を 

――民主府政の会に届いた府民のみなさんからの3万通をこえるアンケート回答。 
今の府政への不満と切実な願いがビッシリと書き込まれています。 
府民の声が生かされる府政の実現へ、府政の転換はdまったなしeの課題です。 

・毎日、毎日が不安。「府民の暮らし第一」で、府政を行ってください。 
・憲法9条は絶対守ってほしい。男の子をもつ母より。 
・子どもの医療費負担、高い国保料。京都に引っ越してきて驚くことがいっぱいです。 

府民アンケート（府民本位の新しい民主府政をつくる会）より 

京都府初 

女性知事誕生へ あ・
た・た・

か・い　 府民アンケート（府民本位の新しい民主府政をつくる会）より 

衣笠洋子さんは、1月6日、「民主府
政の会のアンケートへの3万人以上の方
からのお返事に、『助けて下さい』『子ど
もに高校をあきらめさせるなんて、言え
ません』『少子化をいうなら産める状況
をつくって』というそれぞれの暮らしか
らの訴え、叫びが、ぎっしりとありまし
た。私は、この3万人の声に押され、憲

法が暮らしに生きる京都府政を何として
もつくっていきたいと決意いたしまし
た」と、今年4月の府知事選挙への出馬
を力強く表明されました。
日本共産党京都府会議員団は、京都府

で初めての女性知事実現へ、全力をつく
します。

写真：出馬表明する衣笠洋子さん

日 本 共 産 党
京都府会議員団
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その上 

にぜひご参加下さい にぜひご参加下さい 

　庶民大増税、あいつぐ医療と年金、介護保険制度の改悪

など、小泉政治の国民への“痛み”押しつけの中、府民の

生活はもう限界にきています。今こそ、地方自治体が悪政

の防波堤の役割を果たすことが求められます。 

　ところが、山田知事は「小泉改革の…流れに、同感だ」 

（12月府議会）と述べ、「自助・自立」「受益と負担」の立場

に立った福祉切り捨て、「官から民へ」と行政の公的責任を

投げ捨てる安全軽視の姿勢を浮き彫りにしてきました。 

　洛東病院の廃止など福祉切り捨て。そして、府民の「負担増」を当

然視する山田知事。12月府議会では、「介護を社会全体で支える趣旨

から…高齢者の方も含めて負担がある」「（医療改悪では）給付と負担

のバランスを考えるべき」と答えました。また、子どもの医療費助成

の拡充も冷たく拒否しました。 

　福祉削減など「行財政改革」をすすめる知事。しかし、大型

公共事業など税金のムダづかいは温存。「改革」とは名ばかり

で、府の借金は１兆3000億円（府民１人あたり52万円）と過

去最高となりました。 

　暮らしと営業を冷たく切り捨
て、一部の「勝ち組企業」を応援。
そして福祉・医療・介護の負担増
は「当然」とする一方、税金のム
ダづかいは温存する現知事。こん
な府政が続けば大変です。 
　しかし、府民が声をあげれば府
政は変わります。前知事が「絵に 

描いたモチ」「できもしないこ
と」といった子どもの医療費無
料化は多くの市町村で広がり、
追い詰められた府は制度を改善
せざるを得ませんでした。 
　今こそ、草の根の力をあわせ、
衣笠洋子さんで新しい府政を実
現しようではありませんか。 

　山田知事は議会で、「憲法９条のどこを守るの

か。自衛権の解釈はいろいろある。そこを言わな

ければ答えられない」などと答弁。９条を守る気持ちはさら

さらありません。そして、国際協調の立場で考えるのは当然

とし、自民党などの改憲案と同様の立場に立っています。 

改
憲
派
 

　耐震強度偽装や加茂町の土壌汚染への対応など、「官から民へ」と

経済効率を最優先し、府民の安全・安心を軽視する山田知事。マス

コミも、「府民の安心・安全を脅かす危機を見通せず、見抜けず、見

逃したでは、何の行政と言えようか」と痛烈に批判しました（05年

12月16日「京都新聞」凡語）。 

　振興局の統合で土木事務所の体制が40名から6

名の出張所となり、23号台風では対応が遅れ、尊

い人命を失う大きな被害になりました。過疎地域

にも府政の光を当てないと命と安全は守れません。�

　奥野　重雄さん（舞鶴市字西方寺）�

　山田知事は和装・伝統産業予算を２億円余に半減させる一方、も

うけも体力もある企業には「企業誘致補助金」を１社最高20億円

もだす制度を作り「勝ち組」応援。 

　また、「消費税を上げるなというのは幼稚な議論」と京都経済に打

撃を与える消費税増税を当然視しました。 

　谷口　浪一郎さん（伝統工芸士・京都染型協同組合理事）�

　4ヵ月の女の子の母です。去年、「子どもの医療

費助成の拡充を求める署名」を5000人集めて

府議会に行きました。でも知事は冷たく拒否の答

弁。京都では子ども4人に3人が「通院8000円

まで自己負担」です。住んでいる市町村で格差が

あるなんて、不公平です。�

柏崎　ひろこさん（京都市左京区在住）�

　国の伝統工芸士の認定を受けていても、

今の知事はただガンバレと言うだけで、何

の支援もしません。伝統産業予算も半分に

バッサリ切り捨てたと聞きました。技術者

が高齢化する中で後継者育成や税制面など

の具体的支援が必要です。�

経済　　　 村田製作所１社に1.5億円�

安全 f民間まかせeで公的責任を放棄�

福祉・医療 負担増を当然視�
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